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空撮写真協力　松本高正さん
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2010 年 10 月に生物多様性条約第 10 回締約国会議（ＣＯＰ10）が愛知県名古屋市で開催されます。
皆様にはＣＯＰ10 をきっかけとして「身の回りの自然」と「自分」とのつながりを再認識していた
だきたいのです。
特に伊勢湾をはじめとする東海地域では、水質の悪化などに起因する赤潮や貧酸素水塊の発生による
生物や漁業資源の減少など、生物多様性保全上の課題が依然として深刻です。
そこで、一般市民や漁業者にこれらの課題や保全・再生の取組について理解してもらう（つなげる）
ことで、海域と陸域が良好な関係にある（つながる）ための基盤を形成して、更に取組を促進して
生物多様性保全上の課題が解決された近未来の状態（つながってゆく）をめざし、伊勢湾の里海を
テーマとしたシンポジウムを開催します。
また、このシンポジウムをきっかけに、「生物多様性」が単に希少な動植物を守るというだけではなく
「身近にかつてはあたりまえにあった里海の自然を取り戻し、私たち人間もそれらと密接につながって
持続的に利用していくことが重要である」という人間も含めた概念であることもご理解いただきたい
と考えています。
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※ご提供いただきました個人情報は、本シンポジウムの運営のみに使用し法律に基づき適正に管理いたします。


